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1. 平成29年12月期第2四半期の連結業績（平成29年1月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年12月期第2四半期 70,743 5.8 8,793 20.9 9,381 23.6 6,584 33.1

28年12月期第2四半期 66,871 △4.8 7,273 23.5 7,592 18.1 4,947 28.6

（注）包括利益 29年12月期第2四半期　　7,974百万円 （―％） 28年12月期第2四半期　　507百万円 （△93.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年12月期第2四半期 50.02 ―

28年12月期第2四半期 37.58 ―

（注）平成29年12月期第2四半期の包括利益の対前年同四半期増減率は、1,000％を超えるため、「―」と記載しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年12月期第2四半期 226,275 179,047 76.9

28年12月期 219,520 173,003 76.5

（参考）自己資本 29年12月期第2四半期 174,062百万円 28年12月期 167,990百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年12月期 ― 13.00 ― 13.00 26.00

29年12月期 ― 13.00

29年12月期（予想） ― 13.00 26.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成29年12月期の連結業績予想（平成29年 1月 1日～平成29年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 142,000 4.9 18,000 11.5 18,700 10.4 12,500 △9.4 94.96

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年12月期2Q 131,996,299 株 28年12月期 131,996,299 株

② 期末自己株式数 29年12月期2Q 357,040 株 28年12月期 353,240 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期2Q 131,641,470 株 28年12月期2Q 131,649,649 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記の業績予想には、本資料の発表日現在入手可能な情報に基づく予測が含まれております。実際の業績は、今後さまざまな変動要因により、上記数値

と異なる可能性があります。上記業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（ア）当第２四半期連結累計期間の概況

当第２四半期連結累計期間（平成29年1月1日から平成29年6月30日まで）におけるわが国経済は、雇用、所得環

境の改善や好調な企業収益に支えられ、景気は緩やかに回復いたしました。世界経済は、米国経済は引き続き堅

調に推移するとともに中国などの新興国経済にも持ち直しの動きがみられましたが、一方、米国における保護主

義の高まりや金融資本政策の引き締めなど、先行きに対する不確実性が強まりました。

当社グループを取り巻く事業環境につきましては、回復基調が続く国内景気を背景に汎用製品の需要が好調に

推移したほか、エレクトロニクスや車載用材料などに使用される高付加価値製品の販売も増加しました。また原

油をはじめとした原燃料価格は、比較的低位で安定した値動きが続きました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は707億４千３百万円（前年同期比5.8%増収）、営業利益は87億

９千３百万円（前年同期比20.9%増益）、経常利益は93億８千１百万円（前年同期比23.6%増益）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は65億８千４百万円（前年同期比33.1%増益）となりました。

　

（イ）セグメント別の業績

当社は、従来、報告セグメントを「基礎化学品事業」、「アクリル製品事業」、「機能製品事業」および「樹

脂加工製品事業」の４つの区分としておりましたが、第１四半期連結会計期間から、「基幹化学品事業」、「ポ

リマー・オリゴマー事業」、「接着材料事業」、「高機能無機材料事業」および「樹脂加工製品事業」の５つの

区分に変更いたしました。

この変更は、当連結会計年度を初年度とする中期経営計画「成長への軌道 2019」の戦略を推進するために、平

成29年１月１日付で実施いたしました組織改編を反映したものであります。

なお、本セグメント区分の変更に伴い、前年同期比につきましては、変更後の区分方法により作成した前第２

四半期連結累計期間の数値と比較しております。

①基幹化学品事業

電解製品は、カセイソーダや無機塩化物の販売が好調に推移し増収となりました。アクリルモノマー製品は、

販売数量の増加に加え販売価格の是正を進めたことなどから増収となりました。工業用ガスは、底堅い需要に支

えられ増収となりました。これらの結果、当セグメントの売上高は326億８千４百万円（前年同期比8.2%増収）と

なりました。

営業利益は、電解製品やアクリルモノマー製品の増販に加え、国内外におけるカセイソーダやアクリルモノマ

ー製品の採算是正が寄与し、29億８千５百万円（前年同期比65.4%増益）となりました。

②ポリマー・オリゴマー事業

アクリルポリマーは、車載用材料や化粧品原料などに使用される高付加価値製品の販売好調により増収となり

ました。アクリルオリゴマーは、フィルムコーティングや電子材料などに使用される光硬化型製品の販売が好調

に推移し増収となりました。高分子凝集剤は、販売価格は軟調に推移しましたが販売数量の増加により増収とな

りました。これらの結果、当セグメントの売上高は138億５千万円（前年同期比5.6%増収）となりました。

営業利益は、高分子凝集剤は価格下落の影響から減益となりましたが、アクリルポリマーとアクリルオリゴマ

ーの増販などから、23億２百万円（前年同期比6.7%増益）となりました。

③接着材料事業

瞬間接着剤は、国内販売は堅調でしたが米国での販売が在庫調整の影響を受けたことなどから減収となりまし

た。機能性接着剤は、高機能情報端末などに使用される反応型接着剤の販売が好調だったほか、電子材料や自動

車部品向けのホットメルト型や光硬化型接着剤の需要も好調に推移し増収となりました。これらの結果、当セグ

メントの売上高は59億３千８百万円（前年同期比3.0%増収）となりました。

営業利益は、機能性接着剤の増販は増益要因となりましたが、瞬間接着剤の国内における広告宣伝費の増加な

どが利益を圧迫し、14億円（前年同期比2.6%減益）となりました。
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④高機能無機材料事業

高純度無機化学品は、旺盛な半導体需要により液化塩化水素などの高純度製品の販売が伸長し増収となりまし

た。無機機能材料は、快適で衛生的な生活に対する関心の高まりに伴い、無機抗菌剤、消臭剤、防カビ剤等アメ

ニティ材料の販売が好調に推移し増収となりました。これらの結果、当セグメントの売上高は37億７千３百万円

（前年同期比11.6%増収）となりました。

営業利益は、高純度無機化学品や無機機能材料の増販が寄与し、11億８千８百万円（前年同期比34.4%増益）と

なりました。

⑤樹脂加工製品事業

管工機材製品は、需要は堅調に推移しましたが販売競争激化による製品価格値下がりの影響などから若干の減

収となりました。建材・土木製品は、受注減少により減収となりました。ライフサポート製品は、新製品の投入

などが寄与し増収となりました。エラストマーは、医療や飲料分野向けの販売好調により増収となりました。こ

れらの結果、当セグメントの売上高は128億３千８百万円（前年同期比0.2%減収）となりました。

営業利益は、管工機材製品の販売価格下落の影響などから、７億９千１百万円（前年同期比8.4%減益）となり

ました。

⑥その他の事業

新規製品の研究開発事業、輸送事業、商社事業などにより構成される当セグメントは、売上高は16億５千８百

万円（前年同期比7.1%増収）、営業利益は１億２千万円となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

① 資産、負債および純資産の状況

総資産合計は、「有価証券」および「投資有価証券」が増加しましたため、前連結会計年度末に比べ67億５

千５百万円、3.1％増加し、2,262億７千５百万円となりました。

負債合計は、長期繰延税金負債の増加により「その他」が増加しましたため、前連結会計年度末に比べ７億

１千１百万円、1.5％増加し、472億２千８百万円となりました。

純資産合計は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により、前連結会計年度末に比べ60億４千４百万

円、3.5％増加し、1,790億４千７百万円となり、自己資本比率は76.9％となりました。

② キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益は増加しましたものの、たな卸資産およ

び法人税等の支払額が増加しましたため、前年同期に比べ収入が31億７千５百万円減少し、95億６千８百万円

の収入となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券による運用額に増減がありませんでしたので、前年同期に

比べ支出が62億２千４百万円減少し、71億４千７百万円の支出となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額が増加しましたものの、長期借入金の返済による支

出が減少しましたため、前年同期に比べ支出が７千１百万円減少し、20億３千９百万円の支出となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物の残高は545億４百万円となり、前連結会計

年度末に比べ２億７千２百万円の増加となりました。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

平成29年２月７日に発表しました連結業績予想につきましては、平成29年７月28日発表の「連結業績予想の修

正に関するお知らせ」において修正を行っております。

当第２四半期連結累計期間の業績は、緩やかな回復基調が続く国内景気を背景に、汎用製品の需要が好調に推

移し、また高付加価値製品の販売も増加したことなどから増収増益となりました。当期後半につきましても、国

内外の景気は堅調に推移すると期待されますとともに、原油をはじめとした資源価格は引き続き小幅な値動きが

続くと見込まれます。このような状況を踏まえ、平成29年12月期通期の売上高、営業利益、経常利益および親会

社株主に帰属する当期純利益は、前回発表（平成29年２月７日）を上回ると予想しております。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 28,966 29,228

受取手形及び売掛金 40,302 39,675

有価証券 44,000 47,000

たな卸資産 14,162 15,383

その他 1,713 1,789

貸倒引当金 △33 △34

流動資産合計 129,110 133,042

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 18,572 18,391

機械装置及び運搬具（純額） 20,917 20,103

土地 17,135 17,138

その他（純額） 3,327 4,045

有形固定資産合計 59,953 59,679

無形固定資産 500 514

投資その他の資産

投資有価証券 26,983 29,959

退職給付に係る資産 1,229 1,388

その他 1,757 1,706

貸倒引当金 △15 △15

投資その他の資産合計 29,955 33,039

固定資産合計 90,409 93,232

資産合計 219,520 226,275
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,729 14,399

短期借入金 2,502 6,502

未払法人税等 4,142 2,301

引当金 18 25

その他 9,126 10,444

流動負債合計 29,519 33,673

固定負債

長期借入金 9,805 5,726

退職給付に係る負債 158 162

その他 7,034 7,666

固定負債合計 16,997 13,555

負債合計 46,517 47,228

純資産の部

株主資本

資本金 20,886 20,886

資本剰余金 16,799 16,799

利益剰余金 120,999 125,873

自己株式 △278 △282

株主資本合計 158,407 163,276

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,955 9,314

為替換算調整勘定 1,922 1,716

退職給付に係る調整累計額 △296 △245

その他の包括利益累計額合計 9,582 10,785

非支配株主持分 5,012 4,984

純資産合計 173,003 179,047

負債純資産合計 219,520 226,275
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 66,871 70,743

売上原価 48,035 49,690

売上総利益 18,836 21,052

販売費及び一般管理費 11,563 12,259

営業利益 7,273 8,793

営業外収益

受取利息 32 37

受取配当金 475 443

持分法による投資利益 237 208

固定資産賃貸料 61 48

その他 47 104

営業外収益合計 853 842

営業外費用

支払利息 51 48

為替差損 284 89

環境整備費 70 53

遊休設備費 49 34

その他 77 27

営業外費用合計 535 253

経常利益 7,592 9,381

特別利益

固定資産売却益 ― 369

補助金収入 10 35

投資有価証券売却益 ― 6

特別利益合計 10 412

特別損失

固定資産処分損 176 184

投資有価証券評価損 5 ―

特別損失合計 182 184

税金等調整前四半期純利益 7,420 9,609

法人税等 2,253 2,836

四半期純利益 5,166 6,772

非支配株主に帰属する四半期純利益 219 188

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,947 6,584
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 5,166 6,772

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,424 1,360

為替換算調整勘定 △1,266 △209

退職給付に係る調整額 33 50

その他の包括利益合計 △4,658 1,201

四半期包括利益 507 7,974

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 439 7,788

非支配株主に係る四半期包括利益 68 186
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 7,420 9,609

減価償却費 3,966 3,952

のれん償却額 4 ―

引当金の増減額（△は減少） 1 7

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △158 △159

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △9 4

受取利息及び受取配当金 △507 △480

支払利息 51 48

持分法による投資損益（△は益） △237 △208

補助金収入 △10 △35

投資有価証券売却損益（△は益） ― △6

投資有価証券評価損益（△は益） 5 ―

固定資産売却損益（△は益） ― △369

固定資産処分損益（△は益） 176 184

売上債権の増減額（△は増加） 595 585

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,092 △1,259

仕入債務の増減額（△は減少） 555 689

その他 1,778 790

小計 14,725 13,351

利息及び配当金の受取額 651 680

利息の支払額 △65 △54

補助金の受取額 10 35

法人税等の支払額 △2,578 △4,444

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,744 9,568

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △4,617 △3,094

有価証券の純増減額（△は増加） △5,000 ―

投資有価証券の取得による支出 △4 △1,010

投資有価証券の売却による収入 ― 25

有形固定資産の取得による支出 △3,410 △2,965

有形固定資産の売却による収入 ― 336

その他 △338 △438

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,371 △7,147

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △307 △79

自己株式の取得による支出 △3 △5

配当金の支払額 △1,572 △1,709

非支配株主への配当金の支払額 △196 △214

その他 △32 △32

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,111 △2,039

現金及び現金同等物に係る換算差額 △585 △108

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,324 272

現金及び現金同等物の期首残高 53,977 54,231

現金及び現金同等物の四半期末残高 50,652 54,504
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

基幹
化学品
事業

ポリマー・

オリゴマー

事業

接着材料
事業

高機能
無機材料
事業

樹脂加工
製品事業

計

売上高

外部顧客への売上高 30,197 13,120 5,763 3,381 12,859 65,322 1,548 66,871 ― 66,871

セグメント間の内部
売上高または振替高

1,637 645 225 205 0 2,714 3,423 6,137 △6,137 ―

計 31,834 13,766 5,988 3,587 12,860 68,037 4,972 73,009 △6,137 66,871

セグメント利益 1,805 2,158 1,438 884 864 7,151 78 7,230 43 7,273

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、新規製品の研究開発事業、

輸送事業、商社事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額は、主にセグメント間取引消去によるものです。

３ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

基幹
化学品
事業

ポリマー・

オリゴマー

事業

接着材料
事業

高機能
無機材料
事業

樹脂加工
製品事業

計

売上高

外部顧客への売上高 32,684 13,850 5,938 3,773 12,838 69,085 1,658 70,743 ― 70,743

セグメント間の内部
売上高または振替高

1,770 575 259 20 3 2,629 3,516 6,145 △6,145 ―

計 34,455 14,425 6,197 3,793 12,842 71,714 5,175 76,889 △6,145 70,743

セグメント利益 2,985 2,302 1,400 1,188 791 8,669 120 8,790 2 8,793

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、新規製品の研究開発事業、

輸送事業、商社事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額は、主にセグメント間取引消去によるものです。

３ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

　当社は、従来、報告セグメントを「基礎化学品事業」、「アクリル製品事業」、「機能製品事業」および

「樹脂加工製品事業」の４つの区分としておりましたが、第１四半期連結会計期間から、「基幹化学品事業」、

「ポリマー・オリゴマー事業」、「接着材料事業」、「高機能無機材料事業」および「樹脂加工製品事業」の

５つの区分に変更いたしました。

　この変更は、当連結会計年度を初年度とする中期経営計画「成長への軌道 2019」の戦略を推進するために、

平成29年１月１日付で実施いたしました組織改編を反映したものであり、当社グループの経営管理の実態を適

正に表示するためのものであります。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したも

のを記載しております。
　
各報告セグメントに属する主要製品は、下記のとおりであります。

セグメント 主要製品

報告セグメント

基幹化学品事業
カセイソーダ、カセイカリ、次亜塩素酸ソーダなどの電
解製品、硫酸、工業用ガス、アクリル酸、アクリル酸エ
ステルなどのアクリルモノマー等

ポリマー・オリゴマー事業
アクリルポリマー、高分子凝集剤、光硬化型樹脂などの
アクリルオリゴマー等

接着材料事業 瞬間接着剤、機能性接着剤等

高機能無機材料事業 高純度無機化学品、無機機能材料等

樹脂加工製品事業
管工機材製品、建材・土木製品、ライフサポート製品、
エラストマー等

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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